
  
 

 

 自己肯定感               野田 こずえ 

運動会が近づくと思い出すことがあります。 

3歳上の兄は運動神経抜群で、特に短距離走の速さは「チーター」とあだ名されるほどでした。そんな兄が自

慢でありながらも、毎年当然のようにリレーのアンカーを務める姿を妬ましさの混じった眼差しで見つめたものです。

わたしはというと、「Mの妹なのにリレーに出らんと（でないの）。」と聞かれるのが悔しくて、必死に走ったのですが、

なかなかリレーの選手の座は掴めず、やっと選手になれたのは３年生と６年生の２回だけでした。それでも、嬉し

くて誇らしくて、頑張ってよかったと心から思えました。 

もうひとつは、６年生で担任したＡ君の話です。「去年、リレーの選手になれなかったから、今年はもういいん

だ。」と、つっぱったように、でも、ちょっとさびしそうにＡ君は言いました。わたしは、「努力もチャレンジもしないで弱

音を吐くのなら、それも仕方ないね。」と、冷たく答えました。その学校は、10月の運動会に向けて、夏休みが明

けると同時にリレーの選手を決めていました。実は、夏休み明けは子どもたちも運動不足なのか、タイムが落ち

ることが多く、運動を続けていれば、今のタイムを維持するどころか、上げることだって十分できると考えていたの

です。運動会で活躍するためには、夏休みの過ごし方がカギになると、帰りの会でさらりと話しました。しばらくた

って、Ａ君は、「僕、夏休みに毎朝、走り込みをします。去年、本当は悔しくてたまらなかったから、今年、最後

の運動会では、絶対にリレーの選手になります。」と、宣言しました。実際、雨の日以外１日も休まずに走ったそ

うで、宣言通り選手となった彼は、運動会で大活躍しました。とても自信がついたらしく、運動だけでなく、苦手

だった漢字も努力し始め、いろいろな実行委員にも立候補するようになりました。卒業前にクラス全員でダブル

ダッチに挑戦することになった時も、「頑張れば絶対できる。」と、くじけそうになる友達を励まし、リーダーシップを

発揮しました。おかげで、大きな達成感をもって卒業式を迎えることができました。 

横浜市学力・学習状況調査の結果を見ると、二俣川小学校の子どもたちは、教科の学力は概ね横浜市

の平均を上回っているのに比して、学習意識・生活意識が低めで、「自分にはよいところがあると思いますか。」

という質問に「はい」と答えた児童の割合が、多くの学年で横浜市の平均よりも少なく、自己肯定感の低さが

課題となっています。どうして、子どもたちはそんなにも自分に自信がもてないのでしょうか。「一生けんめい取り

組んでいることがありますか。」「ものごとを最後までやりとげてうれしかったことはありますか。」という質問項目が

あります。どちらも、「はい」と答えた子ほど、先の質問にも「はい」と答えた子が多いのです。わが子が壁にぶつ

かったとき、「無理に続けることはないんじゃないの。人にはいろいろな良さがあるし、いろいろな生き方があると

思うよ。」なんて言ったことがよみがえります。多様な価値観や生き方が大切だと叫ばれる今、同じように答える

方も多いのかもしれません。でも、あの時Ａ君に、「リレーの選手なんかならなくても、Ａ君のよさを生かせる場所

があるんじゃないの。」と言っていたら、その後のＡ君の活躍はなかったのかもしれません。時には厳しく接したり

自ら壁として立ちはだかってあげたりすることで、なにくそと努力をし、そして勝ち取った結果が自信となる、そんな

経験があってもいいのかもしれないと思います。 

 二俣川小学校の子どもたちにも、難しかったけれど、辛かったけれど、頑張ったからできた、わかったという

経験を重ね、「僕って、わたしって、なかなかやるじゃない。」と、自分に自信のある人に成長してほしいと願います。 

６月号 
横浜市立二俣川小学校  平成２７年５月２９日 

 発行責任者     校 長   野田 こずえ 

二俣川小だより 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPeDUU12FVqBwAw1GU3uV7/SIG=130qe4ff5/EXP=1432561812/**http:/www.city.gyoda.lg.jp/11/02/10/sityou/torikumi/images/hasu_s_c_jpg.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会 5/12(火) 

 二俣川小学校では、平成２０年度より保護者・地域・学校が一体となって学校運営の改善や児童の健

全育成に取り組むことを目的として、学校運営協議会を設置しています。委員は次の皆様です。学校か

らは、校長、副校長、児童支援専任が参加しております。 

会 長  贄田 正人 様（前 PTA会長）      委 員  中山 善雄 様（万騎が原中学校長） 

副会長  内田 恒作 様（二俣川地区連合自治会長）  委 員  新野  徹  様（PTA会長） 

委 員  廣瀬 喜久恵様（元横浜市立小学校長）    委 員  田中 里香 様（保護者代表） 

副会長  大野  功  様（区青少年指導員連絡協議会会長） 

委 員  小川  勝  様（二俣川地区社会福祉協議会副会長） 

委 員  齋藤 千恵美様（はまっ子チーフパートナー） 

委 員   森  朋美 様（学校・地域コーディネーター） 

 

 

 

○１年生授業参観、PTA 総会、学校説明会  5/12(火) 

 １年生が、入学して初めての授業参観を行いました。どのクラスも教科は国語で、やや緊張気味でした

が、積極的に挙手して発言する児童もたくさんいました。多くのご参観、ありがとうございました。 

 続いて、PTA 総会に先立ち、コーラスサークルと職員のコラボで歌を披露しました。本校 PTA ではバレ

ーボールとソフトボールのサークルも活動しています。会員の皆様や卒業生の保護者の交流の場となるよ

う、たくさんの参加をお待ちしています。PTA 総会は、参加者が少なく大変残念でしたが、新旧役員の紹

介が行われ、今年度の活動計画と予算案が承認されました。今年度も、役員の皆様を中心に、本校教育活

動へのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

体力テスト 5/７(木)8(金)11(月） 

 ペア学年（１年生と６年生、２年生と５年生、３年生と４年生）ごとに、体力テストを実施しました。

ソフトボール投げ、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び、上体起こし、20mシャトルランなど、上級生

が下級生にアドバイスしながら、同時に一人ひとりが去年より記録を伸ばそうという意欲をもって頑張

っていました。横浜市の児童は、体格的には全国平均と同水準ですが、体力についてはほとんどの項目

で全国平均を下回っています。本校の昨年度の結果を横浜市の平均と 

比較すると、シャトルラン、上体起こし、５０ｍ走の３種目で上回っている 

ものの、総合的に見ると下回っており、特に柔軟性や投力に課題があること 

がわかりました。日常的に体を動かす遊びをしている子の方が、体力的に上 

回っていることもわかっています。体を動かす楽しさを感じ体力アップで 

きるよう支援してまいります。 

教育活動 

５月の 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専任コーナー 

 

 

 

 

 

運動会迫る！  

 ５月３０日(土)は、いよいよ運動会です。赤組は「レッドウルフ」＜燃えろ赤 かけぬけるレッドウ

ルフのように＞、青組は「ストームウルフ」＜なりひびけ青 ストームウルフのように＞、黄色組は「サ

ンダーフェニックス」＜かがやけ黄色 永遠に消えないフェニックスのように＞をマスコットとスロー

ガンに掲げ、練習も佳境に入っています。高学年の「飛翔」では６年生が５年生に、中学年の「ソーラ

ン節」では４年生が３年生に教える姿がとても頼もしく見えます。また、低学年の「ゲッタバンバン」

は、子どもたちに人気のポケモンのオープニングテーマに乗って、楽しく歌い踊ります。リレーの選手

や応援団員の、レクタイムや放課後の練習も熱を帯びています。本番に向かって精一杯練習し、最高の

演技、競技を繰り広げてくれることを期待しています。あたたかいご声援をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

６年歴史博物館見学 5/21(木) 

 横浜市歴史博物館に出かけました。歴史クイズに答えながら、古代か 

ら現代までの歴史を学びました。火打石や火おこしなどの体験コーナー 

では、楽しみながら昔の人たちの知恵や、生活の大変さを感じていまし 

た。大塚・歳勝土遺跡では、ガイドの方の話を、メモを取りながら熱心 

に聞き、縄文時代、弥生時代の住居の工夫などを興味深げに見学してい 

ました。これからの歴史学習に主体的に取り組むきっかけになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

児童支援専任より    一人ひとりが輝く運動会に！ 
いよいよ運動会が本番を迎えます。子どもたちは５月の連休明けから本格的な練習に取り組んできまし

た。運動が得意な子も、あまり得意ではない子も、運動会の取り組みを通して次につながるプラスの成果を得

ることができるように指導・支援をしてきました。 

５・６年生の児童は係の活動があります。どの係も運動会を成立させるために欠かせない活動です。表舞

台に立つことはなくても、自分の取り組みが大きな行事を作り上げることにつながる大きな価値のあるもので

す。また、各学年の演技や団体競技においても、個々の取り組みがまとまって一つのものを作り上げていきま

す。 

運動会では、「リレーの選手に選ばれた」「徒競走で１位になった」など、目立つ「結果」に目を向けがちで

す。足が速いこと、運動が得意だということは優れた力であり、価値のあるものだと思います。しかし、今、自分

ができることをどのように生かそうとしてきたかという「過程」にこそ、この先の生活につながる大きな価値があ

るのではないでしょうか。たとえ目立たなくても努力を積み重ねて取り組んできたことが自信につながります。 

運動会の「結果」だけでなく「過程」に目を向けて、お子さんの努力や成長をあたたかい言葉で伝えながら

その努力を認めてあげてください。そのことが子どもの安心・自信・自己有用感につながっていくと思います。 

児童支援専任   伊勢谷 裕教 



 

日 曜 行　　　　事

１ 月 運動会代休

２ 火 開港記念日

３ 水 色覚④希望

４ 木 委員会活動　交通安全教室　学校C（PM)

５ 金

６ 土

７ 日

８ 月
朝会　　避難訓練　　プール開き
修学旅行保護者説明会⑥

９ 火 読み聞かせ①②③ 耳鼻科検診①④他学年希望者

１０ 水 集会　 眼科検診（全）

１１ 木 クラブ活動

１２ 金 代表委員会（5時間授業）

１３ 土

１４ 日

１５ 月 朝会　県警見学④

１６ 火 読み聞かせ①　学校C（AM)

１７ 水 なかよし集会　班長会議

１８ 木 クラブ活動

１９ 金 遠足①②

２０ 土

２１ 日

２２ 月 朝会

２３ 火
国際平和スピーチコンテスト
読み聞かせ①②③　　市民の読書の日

２４ 水 音楽集会（４年発表）

２５ 木 学校保健委員会（5時間授業）

２６ 金 授業参観（低ー2校時、高ー3校時）

２７ 土

２８ 日

２９ 月 朝会　小中交流日（5時間授業）

３０ 火 読み聞かせ①　学校C（AM)

６月の行事予定

☆ 交通安全教室 ☆ ６月４日（木）
１校時 １年生・・歩き方教室

２校時 ４年生・・自転車教室

○２・３年生は、ビデオで安全な歩き方

○５・６年生は、ビデオで安全な自転車の乗り方

を学習します。

★夏季水泳の日程

○学年水泳 ２１日（火）２２日（火）２３日（水）２４日（木）

９：００～１０：００ 高学年

１０：０５～１１：０５ 中学年

１１：１０～１２：１０ 低学年

○特別水泳（４～６年 希望者）

２７日（月）２８日（火）２９日（水）

１０：００～１１：３０

○旭区親善水泳大会 ３０日（木） 予備日３１日

★個人面談については、後日配布のプリントをご覧くだ

さい。

生活 ： 健康や安全に気をつけよう。
保健 ： 梅雨時の衛生に気をつけよう。
給食 ： 食物や用具は衛生的に扱おう。

★下校時刻の変更
１２日（金） 代表委員会

全学年 ５時間授業(２：４０下校)

２５日（木） 学校保健委員会

全学年 ５時間授業(２：１５下校)

２９日（月） 小中交流日

全学年 ５時間授業(２：４０下校)

２日（木） 委員会活動 学校C（PM)

５日（日）～６日（月） 修学旅行⑥

６日（月） 朝会

７日（火） ６年代休 日産追浜工場見学⑤
８日（水） 旭工場見学④

９日（木） クラブ活動

１４日（火） 読み聞かせ 学校C（AM)

１５日（水） 音楽集会（合唱クラブ）
１７日（金） 朝会（木曜時程） 給食終了

１７日（金）～２４日（金） 個人面談

２１日（火）～２４日（金） 学年水泳

２７日（月）～２９日（水） 特別水泳

３０日（木） 旭区親善水泳大会

７月の予定

☆ 授業参観 ☆ ６月２６日（金）
２校時（ 9:35～10:20）・・・低学年
３校時（10:45～11:30）・・・高学年


